
 

 
 
 
 
 
 

   

 

 

「ＧＩＧＡスクール構想」とは，子供たちに一人１台のパソコンと，学校に高速インターネット環

境を整備し，子供たち一人一人に応じた新たな学びを実現させるものです。 

 宇都宮市では，一人 1台端末を活用した学習活動をＳＴＥＰ１～３の段階に分け，各段階で目標

を設定することで，「多様な子供たちを，誰一人取り残すことのない個別最適化された学びを学校

現場で持続的に実現すること」を目指しています。 

 本校においても，令和２年３月に一人１台端末が導入されたことから，これらを鉛筆やノートと

同じ文具の一つとして，日常的に活用した学びを推進してまいります。 

 

【ＳＴＥＰ１：“すぐにでも” “どの教科でも” “誰でも” 使えるＩＣＴ】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＳＴＥＰ２：教科の学びを深め，学びの本質に迫る】 

 

 

 

 

 

 

 

【ＳＴＥＰ３：教科の学びをつなぎ，社会課題の解決に生かす】 

 

 

 

 

 

 

 
 

雀宮東小学校地域協議会だより 
 

 
 

 
 

第３１号 

令和３年１１月発行 

すなおで かしこく たくましく 責任果たす ひがしの子 

地域に根ざした活力ある学校づくりの推進 未来を拓くたくましい宮っ子の育成 

 

宇都宮市及び本校における「ＧＩＧＡスクール構想」の実現とは・・・ 

目標：次期学習指導要領を踏まえ，具体目標を設定。 



 

 

 

 

        Chromebook（クロームブック）を使った，新しい学びが始まります！ 

様々な学習の中で，

キーボード入力のス

キルが身に付いてい

る場合は，文章を入力

しながら自分の課題

に沿って考えながら

取り組むことが可能

となります。そこで，

朝の学習の時間にキ

ーボード入力の練習

を始めました。 

４年生の算数で，けがに係る

棒グラフを，Google Classroom
を活用して学級全体で共有して

考えたことで，複数のグラフを

比べながら，自分たちのクラス

のけがの現状や特徴，傾向，原

因等について考察を深めること

ができました。また，Jamboard
を活用してグラフの着目した個

所や考えたことなどを記入しな

がら，自分の考えや根拠をまと

めたり，友達と意見を交流した

りすることができました。 

宇都宮市は，子供たちの理解度に

合わせて出題傾向が変わる教材ソ

フト「人工知能（AI）型個別学習ド

リル」を全小中学校で導入していま

す。教職員の端末から正答率や進捗

状況を確認でき，個別学習の充実が

期待できます。タッチペンとイヤホ

ンを一人１台端末と組み合わせて

使うことにより，個別学習ドリルを

活用した朝の学習の時間を充実さ

せ，子供たちの基礎 
学力の向上を図ります。 

お気に入りの昆虫を選び，ピンチアウト（拡

大），ピンチイン（縮小），フリック（回転）の操

作を画面上で上手に使いながら，細かいところま

で昆虫の特徴を良く捉えて観察していました。 

５年生の算数「正多角形と円」の単元で，プロ

グラミングを用いて正三角形のかき方を考える授

業を行いました。プログラミングロボットを実際

に動かすことで，主体的な取組が見られました。 

Google Meet を

使ってビデオ集

会が実施されま

した。 


